
 

 

 

 

 

 
 
 
 

 亀田前校長から引き継いだものの一つに「自主学習ノート」があり

ます。子供たちは各自自主学習に取り組み、ノート１冊終了するごと

に校長に提出し、校長がミニ賞状を授与するという仕組みになってい

ます。私は自主学習ノートを提出した子に一筆箋も渡すようにしてい

ます。 

 「自主」ですから強制ではありません。やりたい子がやりたいよう

にやればよいのです。提出も自由です。 

先日、１年生の女の子が自主学習ノートを提出しました。私はすぐ

にノートを見て、ミニ賞状を印刷し一筆箋を書きました。昼休みが終

わり５校時の始まる前に１年生の教室に行き、入り口で名前を呼んで、

その子にノートとミニ賞状・一筆箋を渡しました。 

するとどうでしょう。「○○ちゃん、おめでとう！」「○○さん、すご

い！」などと言いながら、拍手喝采。そして、「おめでとうの歌を歌お

う！」と誰かが言うと、教室にいるみんなで「ハッピバースデー、○○

ちゃん、～♪♪」と誕生日でもないのにお祝いの歌を歌い出すのです。 

「誕生日じゃないよ」と誰かが言うと、げらっげらっと笑いが起こります。 

みんないい笑顔でした。褒められた子も満面の笑顔です。私まで幸せな気

持ちになりました。 

自主学習ノートを返却するという何気ない場面ですが、４月から先生がこ

のような指導・声かけをしてきたことで、人を称賛する言動が自然とできる

ようになってきたのだと思います。 

大切な教育だと感じています。 

他の学年でも、ここまでとはいきませんが、同じよう場面がたくさん見ら

れます。 

 

人は一人で生きているのではありません。 

自分一人でこっそり喜んでいるのも悪くはないのですが、やはり、そのこ

とを自分のことのように喜んでくれる人がいて、喜びを共有できる幸せ。そ

の幸せにまさるものはないと思います。 

１年生の子供たちのように、他人の成功を素直に祝福できる心の広い人間

になりたい。そう思いました。 

この歳にして子供たちに教えられます。大切なことを子供たちから学んで

います。 
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私は日々教室めぐりをしています。授業のじゃまにならないように

教室の後ろから入り、授業の様子を参観しています。時には、お助け

先生になり、子供たちの机の間を歩きながら赤鉛筆で丸をつけたり、

個人指導をしたりしています。 

 最近では、もう慣れてきて教師も子供も「やあ、ようこそ」といっ

た感じです。中には、私が入ってきたことに気づくと、手招きをして

「私のノートを見て」といったフレンドリーな子もいます。 

 ひとつの教室にいる時間は短いのですが、その短い時間で教室の雰

囲気を感じます。 

 「よい緊張感の中、学習に向かっているな」「ああ、あたたかい雰囲気だなあ」などと、その時の教室

の雰囲気を感じます。 

  

 大平東小は「あったかいクラス」が多いと感じています。居心地がよくて温かいクラスです。 

それは「友達の成功をよろこべる心」が育っているからだと思います。 

もちろん、このような心は学校だけでは育ちません。第一にご家庭での教育があるからです。保護者

の皆様、ありがとうございます。 

 

 

 ５日（土）に PTA奉仕作業が行われました。予定では、校庭・敷地

内の除草作業を行うことになっていましたが、雨天のため校舎内の清

掃活動を行いました。 

普段の清掃では行き届かない窓ふきなどを中心に行いました。新聞

紙やクリーナー、ガラスワイパーなどを使って 1枚１枚丁寧に窓ふき

を行いました。 

小雨のなか、中庭などの雑草が生い茂る場所を草刈り機で作業して

くださった保護者の方もいます。 

多数の保護者・児童の参加、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTA奉仕作業、ありがとうございました！ 

 保護者や地域の方々から感想が寄せられました。お一人だけ紹介いたします。「大

変読みやすい学校だよりです。奉仕の心が育っているとのこと一保護者としてもう

れしく思います。校長先生がこのような場面を取り上げて褒めてくれることは励み

になると思います。次号も楽しみにしています。」 

校長より返信「読んでいただけるだけでもありがたいと思っています。このよう

に感想などいただけると、とてもうれしいです。ありがとうございます。この歳に

なっても子供たちから教わること学ぶことが多いです。」 

メールアドレス入力欄を設けましたので、感想等をお寄せいただいた方には、私

から返信するようにしています。 

私からの一方向ではなく、双方向になればよいと思っております。 

「学校だより」
やホームペー
ジ等へご感想・
ご意見はこち
らから 

毎日の教室訪問 


